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1 はじめに 

昨年度の研究に引き続き、iPad（第４世代：Retinaディス

プレイモデル）をうまく活用して、生徒にもわかりやすく、

私自身も説明しやすい授業ができないか検討していた。たま

たま、数学を取り上げたＮＨＫの番組を見る機会があり、音

楽が数学と深く関連していることを知ることができた。その

内容をベースとし、iPadのアプリを活用することで、面白い

授業が構成できるのではないかと考え、実践してみた。 

 

２ 授業内容 

実際に行った授業で黒板に映し出したスライドの一部や

iPadの画像を使いながら授業の流れを説明する。 

 

ア ギターを弾き、何の音階か当てさせる。２つの「ソ」の

音の弦の長さを計測し、弦の長さが２分の１になると、１

オクターブ上がっていることで、数学と音階には何かしら

の関係があるのではないかと疑問を抱かせる（図１）。 

 

イ NHKの番組「頭がしびれるテレビ『名曲は数学で出来て

いる？！』の一部分を視聴させ、ピタゴラス音階と数学の

関係について学ばせる。 

 

ウ iPadのプレゼンテーション用アプリである「Keynote」

を用いて、平均律音階について説明する（図２）。また、

「トーンジェネレーター」というアプリ（図３）を用いて

実際の音を聞かせ、周波数と音階の関係を感じさせる。 

 

エ 「ピアノHD」というアプリ（図４）を用いてピアノの音

を聞かせ、平均律音階の場合でラの音が440Hzであるなら

ば、ドの音の周波数はいくつになるかを班で考えさせ（図

５～７）、「トーンジェネレーター」を用いて確認させて

みる。ここでは、x12 = 2 の場合の 440×x3 の計算をする

ことになる。 

 

エ ピアノで半音上がると周波数では何倍になるのか考察

する（図８）ため、冬休みで課題（図９）にしていた内容

を復習させ、代表者に発表させる（図10）。ここでは、x12 

= 2 の解法を行うことになる。 

代表者をはじめ多くの生徒が、実際に12 乗を計算しな

がら少しずつ答えに近付けていくという方法をとってい

た。さらに、参考として以下のような方法を紹介した。 

・二分法を用いた方法 

・関数電卓を用いた方法 

・常用対数表を用いた方法 

 

オ 指数対数の利便性に触れ、数学の有用性やすばらしさに

ついて話をする。また、周波数に関連して、数列で習う漸

化式を用いたノイズ作成の話（図11）をして、会社員時代

にとった特許（図12）を紹介する。高校で習う数学の式を

応用することで、特許も獲得できたことを教える。 

 

 

図１ 導入 

 

 

図２ 平均律音階について 

 



 

図３ トーンジェネレーター（アプリ） 

 

 

図４ ピアノＨＤ（アプリ） 

 

 

図５ ピアノと音階について 

 

 

図６ 周波数と倍率 

 

 

図７ ラが440Hzのときのドの音は？ 

 

 

図８ 周波数は何倍ずつ？ 

 



 

図９ 冬休みの課題 

 

 

図10 生徒の発表 

 

 

図11 漸化式の応用例 

 

 

 

図12 特許（patentjp.comより） 

 

 

図13 生徒に配布したプリント 

 

 

 

 

 

 



３ まとめ 

 昨年度と同じになるが、iPad などの電子タブレットは、

世界中の教育現場で広まりつつあるため、多くの資料やアプ

リを参考にすることができた。 

説明については、iPadのプレゼンアプリであるKeynoteを

使用したため、以前のようにノートパソコンを教室に持参す

る必要がなく、準備や設営がとても簡単であった。ただし、

iPadの画面を映し出すためやはりプロジェクタは必要であ

る。もし生徒用に１台ずつあって、データを同期する形で画

面を見ることができれば、プロジェクタも必要なく、さらに

準備が楽になることを実感した。 

 音楽と数学をリンクさせた授業にするため、音楽の教員に

も参加してもらえる場面があっても良いのではないかと思

った。また、私自身がギターやピアノの演奏が上手にできて

いれば、生徒の反応もさらに良いものになったと思う。今後

も、使えそうなアプリについてもっと研究したい。 

 

使用したiOSアプリ： 

[1] ピアノHD 

[2] トーンジェネレーター 

[3] Keynote 

[4] Safari 

 

参考資料： 

[1] 特許紹介 HP：patentjp.com  

  http://www.patentjp.com/15/T/T100008/DA10127.html 

[2] NHK E テレ 

    頭がしびれるテレビ『名曲は数学で出来ている？！』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


